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地球環境に配慮したFMの展開

■新潟県中越沖地震について

平成19年7月16日、新潟県上中越沖を震源とする地震が発生しました。最大震度

6強、死者15名、倒壊家屋1,300棟という大変強い地震でした。新潟県中越沖地震で

す。東京電力の柏崎刈羽原子力発電所も大きな揺れに見舞われ、発電所の全号機

（1～7号機）が長期に亘り停止するという事態になりました。

この地震を受け、発電設備は運転中・起動中のものを含め全号機が安全に停止

し、今日に至るまで放射線による周辺環境への影響は生じていません。しかしな

がら当社発電電力量の約2割を担う柏崎刈羽原子力発電所の停止により、電力の安

定供給、収支、環境などの面で大きな影響を受けております。

安定供給という観点からは、やはり事業継続性の重要さを痛感しています。想

定を超える巨大地震に対して基本的安全は確保されたわけでありますが、それに

加え、今後起きるであろう地震を精査し、そうした地震にも十分耐えられる災害

に強い設備とすることが必要とされます。今回、社員をはじめ関係者の努力、地

域の皆様のご協力のもと、これら一連の対応を実施し、去る5月9日に1年10ヶ月ぶ

りに7号機を起動することができました。これにより今夏の電力供給は安定して行

えるものと考えています。

環境面については、電力のCO2排出原単位を大きく押し上げてしまいました。地

震が発生した2007年度のCO2排出原単位（kg-CO2／kWh）は前年に比べて25％増

加し、1990年度と比較しても12％増となっています。運転中はCO2を発生しない原

子力発電所の稼働率が下がったことにより、CO2排出原単位が増加へと転じてしま

ったのです。

■東京電力の環境への取り組み

京都議定書の約束期間も1年以上が経過しました。近年の異常気象により地球温

暖化を身近なことと感じる人も増えているようです。世の中全体で環境問題への

関心が非常に高っていると言えます。

東京電力においては「経営ビジョン2010」を策定した2004年に「CO2排出原単位

を2008～2012年度の5年間平均で1990年度比20％削減」という地球環境貢献目標を

掲げました。原子力発電所の稼働率が下がっている現在の状況では大変厳しい目

標ですが、目標達成に向けて最大限の努力をしてまいります。

東京電力株式会社
顧問

田村　滋美
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具体的には以下のような取り組みを進めています。

○発電での取り組み　　　　火力発電の熱効率向上

再生可能エネルギーの利用拡大など

○国際協力による取り組み　京都メカニズムの活用など

○お客さまとの取り組み　　高効率機器の普及促進

グループ会社によるESCO事業など

それ以外にも、資源循環（リサイクル）の促進、大気汚染物質への適切な対策、

「チーム・マイナス6％」への参画など、環境負荷低減に資する活動を進めています。

また、「豊かな自然、育む心を次世代に」をスローガンに「東京電力自然学校」

を昨年4月に開校しました。これは、以前から取り組んできた発電所緑地での自然

観察会、尾瀬地域におけるブナ植林ボランティア、ゴミ拾い活動といった自然環

境保全活動・自然に親しんでもらう活動を、統一した「東京電力自然学校」とい

う名称の下で展開していこうというものです。自然環境について楽しみながら理

解を深めていただけるよう、活動していきたいと思っています。

■東京電力のFM（地球環境への配慮）

東京電力は膨大な電力設備を有する会社であり、建物も数多く保有しています。

これら建物資産を効率的に運用するのにFMは大変有効と考えており、建物資産の

全体最適化のためにFMを活用しています。

ただし単に効率的であるだけではだめで、基幹エネルギー産業である電力会社

のFMには地球環境への配慮という観点が欠かせません。

例えば、社員の日常的な取り組みとして平成13年度から事務所内の電気・生活

用水の削減に取り組みました。照明台数や室内温度の見直しなど、おもに運用の

工夫や改善により一定の成果を上げています。そうした中、本年度は改正省エネ

法が施行され、よりCO2排出の少ない建物運用が求められることになりました。今

後は空調などの設備機器改修も行いながら、改正省エネ法遵守にとどまらず、更

なるエネルギー削減を実施してまいります。

FMを推進していくに際し、環境をひとつの大事な柱として捉え、課題解決に取

り組んでいく所存です。

今後もFMを通してJFMAメンバーの企業、個人の皆様と共に成長していきたい

と考えております。ご支援、ご協力のほどよろしくお願いいたします。
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The lastest frontiers of Facility Management

ファシリティマネジャー最前線

佐倉市のFM

■佐倉市の概要

まず、佐倉市をご存知ない方もいらっしゃるか

もしれませんので、簡単に佐倉市の概要について、

ご紹介いたします。

佐倉市は、千葉県北部に位置し、都心から40km

の距離にあります。京成電鉄本線、JR総武本線・

成田線が市の東西を貫き、都心までおよそ60分、

成田空港へは20分の近さです。人口は、約17万5千

人、予算規模は一般会計で約370億円（平成21年度

当初予算）となっています。

また、歴史の観点から申し上げれば、昨年放送

されておりましたNHK大河ドラマ『篤姫』にも登

場し、日米修好通商条約締結を主導した、時の幕

府老中で佐倉藩主の堀田正睦（まさよし）の庭園

や、司馬遼太郎の小説の中でも「西の長崎、東の

佐倉」と称されるほど蘭学に力を入れていた当時

の佐倉をしのばせる佐倉順天堂記念館、さらには、

巨人軍の終身名誉監督である長嶋茂雄さんの出身

高校である佐倉高校などがあります。

また、自然についても豊かで、日々落ち着いた

水面を漂わせている印旛沼周辺には、2000年シド

ニーオリンピックで日本人女子マラソン初の金メ

ダルを獲得した高橋尚子さんや、バルセロナオリ

ンピック銀メダリストの有森裕子さんが練習して

いたジョギングロードなどが整備されています。

さらに、文化面では、日本の歴史と文化につい

て総合的に研究・展示する国立歴史民俗博物館が

佐倉城址公園内に、また大正7年建築の千葉県指定

有形文化財の旧川崎銀行をエントランスに活用し

た佐倉市立美術館、そして大日本インキ化学工業

（現DIC株式会社）の川村記念美術館等があります。

ちなみに、こうした歴史性を持つ佐倉市にあっ

て、仮に現代が江戸時代末期という時代であった

とすれば、私などは土佐藩出身の身でありながら、

（脱藩し？）縁があって藩主を幕府老中とする佐倉

藩にお仕えしているということとなり、いつの時

代においても人と組織との縁というものの不思議

さを感じさせられたりします。

■ファシリティマネジメントとの出会い

ファシリティマネジメント（以下「FM」という。）

との出会いには、大きく分けて、私個人としての

出会いと、市（組織）としての出会いの二つがあ

ります。

私個人がFMに出会ったのは、約2年前に行われ

た（財）建築保全センター主催の公共建築月間記

念講演会『FM戦略と保全データベース』という研

修においてでした。それまで、自治体に属する建

佐倉市総務部管財課
ファシリティマネジメント推進班長

池澤　龍三

 

旧堀田邸� 佐倉順天堂記念館� 

 

印旛沼� 佐倉高等�学校�記念館�
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築士の一人として市有建築ストックの今後の保全

のあり方について悶々とした思いでいたところに、

市有施設をこれまでの「管理」する対象から「経

営資源」として捉え直し積極的に活用していくと

いう考え方に、またデータベースに基づく分析戦

略という機能的発想に、脳内に稲妻が走るような

（まさに、青天の霹靂のような？）激震が走った感

覚を覚えています。思わず当日研修の帰り道で、

私は職場仲間に“答えが見つかったよ！！”と、

電話相手のことなど一切関係なく、ただ一方的に

話をしていたことを思い出します。

自然の流れというのは、時に自分でも想像でき

ないスピードで進むものであるようで･･･この時の

研修の内容が庁内の報告書で上司の目に留まり、

「あとはやるべきことを、お前がやれるだけやって

みろ。」というのがその後の上司の指示でした。

時に、耐震改修促進法が改正施行され（2006年1

月26日）、私は市有施設全体の耐震改修促進計画を

策定する直接の担当者であり、そのためには、こ

れまでの役所のセオリーともいうべき「計画のた

めの計画作り」ではなく、解決策の一つとして、

上司の方々にFMの重要性について説き回り、計画

の中にFMの考え方を取り入れることを提案し、承

認されました。

時間が少し前後しますが、この策定を進めてい

る時に、佐倉市では市長選挙が行われ、蕨和雄新

市長が誕生されました。市では、市長が新しく誕

生されると、各課が自分の課の主要事業や課題を

市長に約1時間程度の時間をいただきプレゼンする

ことになるのですが、FMを担当していた当時建築

指導課としては、たった1枚のFMに関する資料で

全ての説明を行うことに挑戦いたしました。あえ

てここで挑戦と申し上げたのは、読者の皆様には

不思議に思われるかもしれませんが、市長に対し

ての説明は、ほぼ全ての課が、数十ページにもお

よぶ分厚い資料を提出するのが当然とされている

雰囲気の中で（まさに幕藩時代の御献上ものです

が）、当課の主要事業の内容をたった1枚のペーパ

ーで説明を行おうとすること自体、役所において

は過去に前例のない、到底考えられない行為だっ

たのです。しかし、当時の増澤建築指導課長はそ

れを頑強な意思を持って平然と実行されました。

結果としては・・・市長からは「すばらしい」

の一言で、即GOサインを出していただきました。

蕨市長が就任されたのは、まさに佐倉市FMにとっ

て、運命ともいうべき転換期であったように思い

ます。

そのむかし、日本史の教科書で、1716享保の改

革、1787寛政の改革、1841天保の改革・・・と江

戸時代の三大改革を皆さんも暗記したことと思い

ますが、「2009平成のFM改革」･･･と次の世代が覚

えるような時代にぜひしたいものだと思っていま

す。

■ファシリティによる庁内横串

市長は、就任以来、これらの課題を解決するた

めには、これまでの行政の土壌ともいうべき縦割

り構造の体質を何とか変革しなければならないと感

じておられたようです。

すなわち、市では、これまで庁舎は管財課が、

小中学校は教育委員会が、保育園は子育て支援課

が、お金のことは財政課が・・・というふうに、

計画から管理にいたるまでの一連のプロセスを個

別各部署で基本的に担っておりましたが、効率性、

合理性の視点から、どうにかしてこの構造に横の

太いパイプを通したいと感じておられたようです。

今後の行政にとって、FMによる庁内組織に横串

を差すという発想は、市長の目指すものと合致し

ており、これが佐倉市においてスピード感を持っ

てトップマネジメントが実行されている原動力と

なっています。

昔、「茹でガエル」の例えをよく聞いたことがあ

りますが、現在市が抱えているファシリティの状

況は、まさに耐震化や老朽化、財政難等と言った

迫り来る炎によって湯温が徐々に上昇している状

況とよく似ており、かつそこに沈む組織体制の構

造が固定化した三角構造であるため、当然下の者

ほど、あるいは現場の者ほどファシリティが抱え

ているリスクに対する危機感を強く感じているこ

とが多いのではないでしょうか？市民の財産であ
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る市有施設等を適度（温）の状態に保ち続けるた

めには、FMによる適切な循環（横串）が必要とな

るのは当然なのかもしれません。

■これまでの取り組み

ただし、この横との連携を重視したFMの発想は、

（当市に限ったことではないとは思いますが）不思

議なくらい「行政」という体質の中では、違和感

を持たれる存在となります。

その主な原因は、頭の柔軟性云々といったもの

ではなく、歴々として培って来た形の見えない体

質とか土壌、風土と言ったものに起因しているよ

うに思えます。

そこで、当市が最初に取り組んだのは、職員の

意識改革です。特に、全部長、課長、施設長とい

う市の幹部職員100名を対象としたFM研修会を、

中津FMコンサルティングの中津元次様を講師とし

て開催いたしました。結果、この研修により、庁

内におけるFMの認知度は大きく進展することとな

りました。

また一方で、具体的事務手続きとして、市に早

急に具体的なFMを導入する方策を検討するために

トップダウンにより関係部署の課長10名を構成員

とするFM導入検討委員会が庁内に設置され、検討

が行われました。

その検討委員会の中で、FMのサイクルである、

戦略、プロジェクト管理、運営維持、評価という、

Plan、 Action、Do、Checkの仕組みを当市に組み

込むための一定の方向性を検討いたしました。

すでにプロジェクト管理は、ある程度市の中で

も営繕部局（設計・施工管理部門）が存在してお

りましたし、運営維持については、多くの施設長

がそれぞれ担っている現実があります。また評価

という面では、企画政策課や財政課という部署が

行政評価の側面として有しておりました。

また総括マネジメントという意味では、市長の

下に、副市長を中心とする政策調整会議という、

市政の最高方針及び重要政策の審議を行う組織が

あります。

そうした中で、これまで市において足りなかっ

た部門、すなわちこれらを繋ぐ部門、あるいは市

全体としてファシリティに関する戦略を計画、立

案する部門が存在していなかったために、それら

が十分連携できていなかったことから、新たに市

の中にFM部門を組織化することが必要であると考

えたわけです。そして、このFMという組織を通じ

て、FMサイクルを潤滑に回す仕組みを作る必要が

あると考えたわけです。

また、そのFM戦略を練るにしても、先ずは全て

のファシリティ情報の一元化、共有化が必要であ

ると結論付けました。

ＦＭ�推進�の�体制�
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■FM体制の構築

その検討結果を受け、市がFMに出会ってわずか

1年後には、FM専門部門が設置されました。併せ

て、FM部門は、土地や本庁舎を管理している管財

部門と、公共施設の設計・施工管理を行っている

営繕部門と一緒になり、総合的に財産管理を行う

部門として組織化されることとなりました。

■ファシリティの見える化

そして、早速そのFM推進部門が中心となって、

2008年4月以降ファシリティに関する土地・建物の

データベース化が進められることとなりました。

具体的なシステムは、（財）建築保全センターの

ASP方式による保全情報システム（BIMMS）を利

用することといたしました。1年前に収集した施設

に関する基本情報を、その4月から5月にかけて職

員3人で大まかな入力をいったん終わらせ、5月に

はFM部門が全施設担当者を集め説明会を開き、

FMの基本理念とデータベースの重要性についての

説明を行い、さらには6月以降に個別に各施設を回

って説明するという方法を取って進めて来ました。

システム導入後、半年ですでに全庁施設で運用を開

始しています。

今後データを蓄積することによって、本システ

ムは、施設台帳としてだけではなく、改修・修繕

予算の査定時における参考資料として活用するな

ど、ますます良い循環として効果を発揮するもの

と考えています。

■佐倉市FM推進基本方針

また一方では、市の内部及び市民の皆様に対し、

現在佐倉市が推進しているFMについて、もう少し

分かりやすく説明するために、FM推進基本方針を

策定し、市のホームページ等で公表するようにし

ました。

その最初に目的を明記していますが、市のファ

シリティは何と言っても市民共有の財産であるこ

とを再認識し、これまで蓄積してきた施設等をそ

の行政目的に応じ適切な規模で、かつ良質な資産

として次世代に適切に引き継ぎ、財務的な次世代

の負担を軽減することを目的に据えています。（オ

バマ新米大統領の就任演説の最後に「我々の子孫

に言い伝えられるようにしようではないか。我々

が試された時、旅を終わらせることを拒み、後戻

りすることも、くじけることもなかった、と。そ

して、地平線と神の慈しみをしっかりと見つめ、

自由という偉大な贈り物を運び、未来の世代に無

事に届けた、と。」という一節がありますが、規模

の差こそあれ、同じ気持ちでいっぱいです。）

その中で、市はファシリティマネジメントに関

し、①経済性の向上、②社会ニーズへの的確な対

応、③機能性の向上、④環境負荷の低減という4つ

の目標をかかげています。

そして、実施方策として、7つの行動計画を設定

しています。すなわち、

①ファシリティ情報の一元化・共有化　②土地

の利活用の促進　③施設評価の実施　④施設の利

活用の促進　⑤維持保全業務の適正化　⑥光熱水

費の削減　⑦職員意識改革の推進　の7項目です。

これらの内、先程説明しましたように、ファシ

ＦＭ�体制�の�構築�

管財課�・・・�総務部�
管財部門�（�土地�・�財産�）�
庁舎部門�（�庁舎管理�）�

営繕課�・・・�都市部�

営繕部門�（�建物設計�・�工事�）�

建築指導課�・・・�都市部�

ＦＭ�担当�（�データ�構築�・�課題整理�）�

管財課�・・・�総務部�
≪�公有財産有効活用�の�促進�≫�
≪�情報収集�・�整理�・�分析�≫�

管財班� 庁舎管理班�

ＦＭ�推進班� 営繕班�

◇�ファ�シ�リ�ティ�部門�の�統合�

保全情報�システム�担当者説明会�

施設担当者説明会�
平成�２０�年�５�月�２９�日�（�木�）�
於�：�佐倉市立美術館�
対象�：�施設管理担当者�
４�月�２５�日�教頭会議�
５�月�３０�日�校長会議�

学校事務担当者�
６�月�～� 各施設巡回�

◇�全庁�・�全施設�で�運用開始�

BIMMS

見�える�化�

ＦＭ�

担当者�

各施設�
担当者�

財政�

担当者�

政策�

担当者�

主管課�

担当者�



8 JFMA Current No.152 2009年6月

リティ情報の一元化・共有化などは、この実行プ

ログラムの一つとなっています。

また、2008年10月からは、耐震化対策をテーマ

として、FM部門が中心となって新たに全庁的な検

討委員会を設置し、効率的な耐震改修メニューに

ついての検討を進めています。また、その会では、

耐震化だけを議論するのではなく、併せてFMの戦

略的な観点から、今後の施設の有効活用について、

財務的な面も加えて各施設のあり方についての提

案もまとめようとしています。

さらに、FM部門と教育委員会や庁舎管理部門が

協力して、光熱水費の削減やESCO事業の導入検討

を行っています。なお、途中経過ではありますが、

これまでに小中学校の水道料金については、年間

約600万円相当の削減などを行うことができまし

た。

また、設計部門との連携では、現在営繕部門で

行っている新築物件等の設計業務についても、FM

担当者が打ち合わせに同席し、効率性・効果性の

観点から新たな提案等を行うなどの方法を取って

進めています。

■今後のFM戦略

今後の話になりますが、さらに佐倉市のFM戦略

としては、民間の情報提供サイトを活用した公有

財産の売却システムの導入や、ESCO事業の本格導

入、公共施設のコンバージョン（用途変更）等に

積極的に取り組んで行きたいと考えています。

また、収集した施設データについては、市民

（顧客）へのアカウンタビリティーの観点から、よ

り分かりやすく「施設白書」のような形で市民の

皆様へ公表して行きたいと考えています。今後、

行政が市民とともに地域施設等について、市民協

働に基づく一定の方向性を確立するためには、フ

ァシリティに関するこうした情報の共有化は必須

の条件であると考えています。

■保全サイクルとFMサイクルの関係

市有施設の保全を実施する場合、単年度におけ

る保全サイクルと、将来的な施設等の有効活用を

含めた検討を必要とする全体的な保全サイクルの

二段階に分けて考える必要があると思います。

すなわち、前者は短期的視点からの修繕サイク

ルであり、後者は長期的視点からの改修サイクル

と言えます。

この二つの保全サイクルを組織的、計画的に継

続することにより、市有施設全体としての保全シ

ステムが円滑に稼働することになると考えていま

す。

短期的修繕サイクルと長期的改修サイクルの概

念図を以下に示しますが、この住み分け（役割分

担）が、組織として理解されづらいところに、自

治体においてFMが浸透しづらい原因の一端がある

のではないかと感じています。

■新しい公共FM体制と佐倉市FMチームのクレド

いずれにしても、佐倉市は、まだ正式にFMに取

り組みはじめて1年を経過したばかりです。やっと、

個別管理、所管部門管理体制から、一歩前進して

総括的なFMへのスタートを切ったところです。

今後のFM戦略に必要なことは、組織（市単体だ

けではなく、他の自治体との連携を含む）の「横

串」と客観的データに基づく「見える化」ではな

いかと思います。それも、スピード感を持った変

化が重要であると思います。これまでの「石橋を

叩いた上に、情報は見られては困る化」という行

政の体質からの根本的脱却が必要ではないかと思

います。

変化という意味では、これまで官は指定管理者
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制度をはじめ、民のノウハウ、創意工夫を活用し

ていくという姿勢から発していたと思いますが、

今後は、さらに真に民がノウハウを発揮できるよ

う、官の方こそ進取的な創意工夫に取り組んでい

く必要があるのではないかと考えています。

そして、スピード感については、時代とともに

ファシリティの姿も変化していくのは（考えてみ

れば）当然のことであり、慎重な中にも大胆な行

動、機を逸しない早い決断力と何よりも実行力が

求められるのではないかと思います。

そして、佐倉市のFMチームは、常に一つのクレ

ド（クレドとは、ラテン語で、信条、志、理念の

ことを言いますが）を持って取り組んでおります。

一つには、庁内におけるCS（顧客満足度）ナン

バー1を目指すこと、そうすることによって庁内で

の横串になることができますし、また一方で庁内

各部署も活性化され、それぞれの部署で提供する

市民サービスの質を向上させることに繋がってい

くものと信じています。すなわち市全体としての

市民CSナンバー1自治体を目指すことに繋がってい

きます。

さらには、FMを千葉県内で佐倉市だけにとどめ

ることなく、青森県さんが当市に教えていただい

たと同じように、広く他市町村にも広げ、先ずは

県単位でのPREネットワークを築いて行ければと

考えています。現実的に、2009年1月には、千葉県

主催による千葉県公共建築等連絡協議会において、

県内の全市町村を対象に、佐倉市のFMへの取り組

み状況を説明する機会が与えられたことなどは、

今後のPREネットワーク作りの足掛かりとして大

変有意義なものであったように思います。

また、県内に限らず、FMに取り組みはじめて以

来、青森県をはじめ、福島県、福井市、武蔵野市、

墨田区など、多くの自治体FM担当部署の方々とお

付き合いさせていただくようになり、こうした自

治体間の連絡網が広がっている状況に、これから

の自治体における時代の大きな流れというものを、

まさに肌で実感として感じさせられる日々を迎え

ています。

■さいごに

最後になりましたが、冒頭で、私は、現代の様

相は、江戸時代末期の激動の世にも似た状況と申

し上げましたが、今をさかのぼることちょうど150

年前の安政5年、江戸幕府は日米修好通商条約に調

印し、長く続いた鎖国体制を廃止して開国への道

をひらくこととなりました。その通商条約締結に、

幕府老中としてアメリカ使節ハリスと交渉し貢献

したのが、時の佐倉藩主堀田正睦公でした。また、

堀田正睦公は、佐藤泰然を招き順天堂を開かせる

など、佐倉は蘭学が盛んな地となっていました。

こういったことを考え合わせれば、私は現代の

市のファシリティマネジャーとして、進取性、先

見性に富んだ佐倉の精神面での土壌を再確認し、

この激動の時代の中、より良いファシリティ構築

を目指し、精力を注いで行きたいと考えています。

それが、佐倉の本当の歴史、歴史を引き継ぐとい

うことだと考えています。

時代は繰り返すものであるとよく言いますが、

あとで考えれば、現代はまさに江戸時代末期の状

態とよく似ていた･･･と言われる時代が来るかもし

れません。

最後になりますが、我が家では、妻は会津藩出

身であり、江戸時代末期土佐藩が会津を攻めたそ

の歴史が、現代において、形こそ逆になっていま

すが、家庭内で繰り広げられているような気がし

ます。これも、歴史は繰り返される実証（？）の

一つと言えるのではないでしょうか･･･（苦笑）

筆者プロフィール

高知県出身　千葉大学工学部建築学科卒

一級建築士　建築基準適合判定資格者

認定ファシリティマネジャー



はじめに

日本からは、あまり見えないと思うアメリカの

側面をいくつか書いて見ます。私自身が東京で生

活していた頃には見えなかったアメリカと言う程

の意味です。焦点は歴史と軍隊と法律が、アメリ

カ人の日常生活にどう生きているかです。黒船が

浦賀沖に来航して以来、日本にとってアメリカは、

嫌でも縁を切ることは出来ない、大切な、そして

過度にはた迷惑なパートナーです。アメリカを知

る事がFMの仕事に直接どう関係するかは分からな

いけれども、その国の人達の思考パターンを知る

事に何かの意味はあるのでしょう。敵を知る事は

己を知る事でもあるそうです。国際ファシリテ

ィ－マネジメント協会（IFMA）がその創設以来た

どった組織としての発展とビジネスモデルとして

の成功への道は，アメリカの社会の成り立ちと深

く関係していると思います。創設以来、JFMAがた

どってきた道、そして現在、進もうとしている方

向の見極めにもアメリカと日本の相違を理解し、

IFMAの組織を研究することが役立つ事でしょう。

1．建国の父達の長い影

中国や日本、またヨーロッパと比較してアメリ

カは新しい国です。国の仕組みができてから250年

にも満たないし、それ以前の土着のアジア系の顔

をした人々の存在や歴史は無視されているから、

新興国と呼んで良いでしょう。日本で、私は歴史

が好きと言う時は、歴史を今の現実の社会とは距

離を持った、過去の出来事と考えています。とこ

ろが現在起きている事象を分析したり、国の将来

の方向を考えたりするのに、歴史的な事実を比較

の対象に持ってくる事においてアメリカは日本の

比ではありません。日常の生活意識のなかにイギ

リスからの独立戦争や南北戦争が大きな役割を持

って存在しています。Founding Fathersとは独立宣

言や合衆国憲法の草案に携わり国の基礎を造った

先達とでも言えばいい人達ですが、今でも彼らの

イメージは普通の人々の意識の中に根ずいていま

す。バージニア州にあるマウントバーノンは初代

大統領ワシントンの住居兼農場ですが観光の季節

にはポトマック川を望む旧邸宅に入るのに2時間、

3時間待ちの行列が出来る程、訪問者が絶えません。

駐車場には全米の州のナンバープレートをつけた

車が見られます。ここに来る人達の気分としては

殆ど聖なるものを敬いにくる感じがあり、私はア

メリカの伊勢神宮だと言っています。

2．過去の文脈の中にある今

ご存知でしょうか、オバマ大統領が就任式に先

立ってバイデン副大統領ともども、わざわざ鉄道

に乗りワシントン市中のユニオン駅に辿り着く演

出をしたのは第十六代リンカーン大統領の故事に

習ったものです。リンカーンは歴史上最も偉大な

大統領とされています。オバマが宣誓式に使った

聖書もリンカーンが宣誓式に使ったものでした。

オバマが候補者であった時は黒人である事が大き

な要素でした。しかし第44代大統領になった今、

大統領の職務の重さと較べて、彼の個人的な属性

は、それが何であれ大事ではなくなりました。ジ

ェファーソン民主主義なる言葉は第三代大統領の

トーマスジェファーソンの政治哲学を表していま

すが、この言葉が今でも生きていて、政策を語る

のに良く出てきます。学者の議論ではなく、マス

コミの報道や論評に過去の大統領の名前や政策が

海外事例
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引き合いに出されるのです。近いところではレー

ガン大統領が、共和党再生のシンボルとしてもて

はやされています。日本で江戸時代や明治時代の

出来事が現代と関連する文脈で語られることはあ

まりないことを思うとアメリカ人の方が日本人よ

りずっと歴史的であることがおわかりでしょう。

ちなみに南北戦争（米国では、南北戦争なる言葉

は無く、一般的にはCivil War，即ち内戦と呼ばれ

ている）が終結したのは1865年で、明治維新に先

立つ事、ただの三年です。今でも南部人の心の中

にあるわだかまりは、明治維新で貧乏クジを引い

た会津藩士の末裔の心境に近いでしょう。現在の

不況がしばしば、1929年の大恐慌と較べて議論さ

れるからオバマ大統領の経済政策は、ルーズベル

トのニューディール施策との比較で評価される事で

しょう。

3．日常生活の中の過去

人々の生活の中でも、歴史は忘れ去られる事は

ありません。リンカーンの内戦（Civil War）につ

いて言えば毎年、毎年その時期になると熱狂的な

南北戦争ファンがバージニアの古戦場に集結しま

す。そこで年中行事として、南軍と北軍に分かれ

て当時の軍服を着て、当時の食べ物を食べ、軍用

テントに泊まり込み、当時の銃剣を担いで実際の

戦争の模様を再現するのです。当時の古戦場が、

今も残っているのは、歴史遺跡として公園指定が

されているからです。雄叫びをあげて敵を攻撃し、

夫々の役割にしたがい戦死者は演技で野原にうつ

伏せに倒れるのです。女、子供も参加します。や

はり当時のボロ服をきて、テントのなかで昔の料

理をします。観客席が設けられ、ホットドッグを

食べながら私達見物客は双眼鏡で模擬戦争を観閲

します。またアメリカに住んで毎年12月7日が来る

と、日本人が日本人であることを意識せざるを得

ません。と言うのはこの日がパールハーバー記念

日で大日本帝国の真珠湾奇襲攻撃を思い出す特集

が全米のマスコミを賑わします。この恥辱は永久

に忘れる物かと繰り返し、繰り返し語り継ぐので

す。60年以上前のことを今でもやるのだから、記

憶スパンが長いですね。フランクリンルーズベル

ト大統領がこの攻撃を利用して、参戦反対の世論

を操作し米国が第二次大戦に太平洋とヨーロッパ

の二方面で参入するきっかけにした事は有名です。

勿論、攻守、所を変えての大戦末期、広島や長崎

の原爆、東京大空襲等は米国内では都合良く忘れ

られているのは滑稽ではあります。日本の学校で

は真珠湾攻撃は1941年12月8日と習いましたが、時

差の関係でアメリカでは12月7日が記念日になって

います。

4．米国で軍隊の持つ意味

陸軍、海軍、空軍、海兵隊、そして沿岸警備隊

からなる米国軍隊は今でもアメリカ社会では聖な

るものです。国旗や国歌も聖なるもので、この感

覚は現代日本に住んでいると見過ごされる点では

ないでしょうか。正義の戦争を信じている人達が

大勢いて、国の為に命を捨てるのは尊いことなの

です。実際に戦争に従事し、自分の命を捨てても

アメリカを守ると真剣に思っている若者が存在し

ます。イラクとアフガニスタンの二つの戦争が同

時に行われている今、正規の兵隊の数が不足する

為、予備役の民間人も数多く招集され、仕事を捨

てて長期に戦場に派遣されます。この状況で、軍

隊の悪口を言う事は、非国民の響きを持ちます。

大統領選挙の最中でもオバマは当時のブッシュ大

統領のイラクやアフガニスタンでの政策は痛烈に

批判をしましたが、実際に戦争に従事している軍

隊の指導部や、兵士の悪口は一切言っていません。

政治的な命取りになるからです。現実的には正規

の軍隊と予備役を足しても人的資源が不足してい

るため、これらの戦争のかなりの部分が、私企業

である戦争請負会社から派遣されている疑似兵隊

により遂行されています。戦時下での現職大統領

の地位は米国軍の最高司令官として独裁者に近い

ものになります。前ブッシュ大統領が問題の多い
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政策を遂行できたのもその為です。ちなみに、過

去の44人の大統領の中で、1948年以降現在に至る

各種調査を総合すると、偉大さにおいて前述のリ

ンカーンが一位、フランクリンルーズベルトが二

位、ワシントンが三位、そしてトーマスジェファ

ーソンが四位です。 彼等の共通項としてリンカー

ンは南北戦争、フランクリンルーズベルトは第二

次大戦、ワシントンとジェファーソンは独立戦争

と、全員が主要戦役に関わっています。この四人

に加えて日露戦争終結のポーツマス条約を斡旋し

た第二十六代大統領のテオドアルーズベルトが五

位に入っています。

5．大都市の歴史的重層性

ニューヨークやシカゴのような大都市では、歴

史が建物の姿や街区として生きています。ニュー

ヨークのシンボルのクライスラービルの建設は

1930年、エンパイアステートビルは、1930年の1月

に着工、翌1931年の5月に完成されました。たった

一年余りの工事期間です。更に時代を遡れば、私

の大好きなブルックリン橋は1883年の完成です。

シカゴには有名なシカゴ大火の後に建設された

1880年代の高層ビルが幾つも残っていて、今でも

現役で使われています。ヨーロッパの古都には較

べるべくはなくても、十分に時代の重層性を感じ

させる街並みが形成されています。オペレーター

が手で鉄の格子戸をガチャと開けてくれるエレベ

ーターに出会い嬉しい思いをする事が有ります。

大火事で焼けるか、自分たちで撤去しなければア

メリカの大都市の古いビルはずっと残ります。日

本やヨーロッパと米国との違いは、アメリカの国

土が独立戦争以降は外国との戦争の戦場になった

ことが一度もないことです。唯一の例外が2001年9

月11日の世界貿易センターとペンタゴンのテロリ

ストによる破壊です。戦争は自国を出て行う物で

あったそれまでの常識が覆ったことが、アメリカ

人にとっては大きなショックでした。第二次大戦

の米軍の空襲で焼き払われ、全てが新しくなった

日本の大都市のたたずまいの時代性を感じない混

沌と、アメリカ大都市との違いは歴然としていま

す。中途半端に古いビルは家賃が安くなる為、構

造躯体のみを残してガラスと金属のカーテンウオ

ールを取り付け、空調衛生設備を更新して新築ビ

ル並みの賃料を稼ぐビル再生プロジェクトがワシ

ントンの街角のそこ、かしこに見られます。

6．アメリカ合衆国憲法

そもそも自然発生的に出来た国ではなく、迫害

を逃れてきた人達とその子孫が理念に基いて建国

したのがアメリカですから、国の仕組みや内容は、

最初に文章で規定され、その規定を信じる事から

全てが始まっています。このアメリカ社会で、上

院、下院からなる連邦議会により制定された法律

の持つ意味はとても大きいのです。その米国の法

律の根本が合衆国憲法です。1787年に制定され、

世界で最も古く，最も短い憲法と言われています。

この憲法は過去27回、改定されています。 改定の

方法は憲法原文を変えるのではなく、原文はその

ままとして、新たな条項の文章を追加する形式で

す。憲法改定案は、上院と下院それぞれで、三分

の二の多数決で可決されます。但し、可決された

改定案は、四分の三以上の州が批准する日まで有

効にはなりません。最初の改定案が批准されたの

は1791年で、内容的には十カ所の改定条項を含み、

それをまとめて一般には権利章典（Bill of Rights）

と呼ばれています。その中で、改定の第一項は信

仰の自由、第二項は個人が武器を持つ自由を規定

しています。この第二項があるから、アメリカで

は一般人が銃を持つ事を禁止できないのです。改

定第十三項は1865年の南北戦争の終結を受けて奴

隷制度の廃止を決め、その後の改定十四項は、法

の下に黒人にも他の人々と同じレベルでの人権を

認めました。改定十八項は禁酒法を定め、改定二

十一項でその十八項を廃止しています。合衆国憲

法は一面、高邁な理念を語ったものでありますが、

同時にとても実用的、具体的に物事を規定してい
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る事がお分かりいただけたでしょう。ちなみにオ

バマ大統領は合衆国上院議員になる前に十年余り、

シカゴ大学で憲法を教えていました。

7．合衆国最高裁判所

法律の番人としての合衆国最高裁判所の役割の

重さは特筆に価します。憲法や、その他の法律は

文章で書かれている以上、あり得る全ての場合を

想定出来る訳はなく、予測されない事態や、読む

人により解釈が分かれる時があります。その時に

は裁判所の出番になります。合衆国最高裁は長官

と8人の陪席判事の計9人からなり、任期は終身で

す。任命権者はその時の大統領で、裁判官の死亡、

または引退により欠員が出た時にのみその権利を

行使できます。裁判の決定は多数決によります。

私でも最高裁の判事の名前はほぼ全員知っていま

す。それだけ、彼らはワシントンの有名人であり

一般雑誌の表紙を飾ったり、ニュースメディアに

しばしば登場するからです。裁判官の年間の給与

額は最高裁長官で＄217,400、陪席判事で＄208,100

です。権威の割には安い気がします。ついでに調

べたのですが大統領の年収は＄400,000、上院でも

下院でも一般議員の年収は＄174,000でした。これ

らも職務の重要性に較べれば高くはないですね。

8．公民権法とADA法

法律は、理念に従って現実の社会を変えるため

の道具であり、人々の日々の生活が法律により大

きく変わります。アメリカの社会を変革しようと

すれば、それは連邦議会において法律を制定する

のが一番確実な方法です。この事実を理解する為

の一例として公民権法について述べます。南北戦

争後の憲法改正により、基本的な人権は保証され

たはずなのに、黒人に対する社会的な差別は特に

南部諸州ではなくなりませんでした。この事態を

変える為に1964年には公民権法（Civil Rights Act of

1964）が制定されました。たったの45年前です。

これにより学校とか、バスの座席とか、レストラ

ンとかで、黒人と白人を区別する事が違法になっ

たのです。区別は差別である事が明確に定義され

ました。これに違反をすれば法のもとに罰せられ

ます。立法が社会変化の必要条件なのです。この

公民権運動の流れの行き着いた頂点に今のオバマ政

権の実現があります。次にFMとも関連の深いADA

法（Americans with Disabilities Act）について書き

ます。1990年に制定され日本ではアメリカ障害者法

とも呼ばれ、この中で建物内外の身体障害者の為に

考慮すべき事が詳細に規定されています。スロープ

や便所、入り口扉、廊下の幅等です。障害による差

別を人種による差別、性による差別、信仰による差

別を法で禁じたのと同じレベルで禁じています。

ADA法で特筆することは、これが建築基準法ではな

く、公民権法であることです。従って規定する範囲

も雇用、教育等の分野に及びます。また、この法

の主管は法務省です。“決まりは決まりだけれど、

実際はそうはいかない”と灰色ゾーンを許容する

のが日本で、決まりができればそれに従い、違反

をすれば刑罰を受ける、白黒がハッキリしていて、

曖昧さを許容するレベルの低いのがアメリカの社

会です。

おわりに

少しだけでもアメリカが余分に見えたでしょう

か。私の友人のJudy Heumannさんは、常時車椅子

の生活です。若い頃から自分に対する差別と戦っ

てきました。アメリカは目標を定めて戦う人間に

は報いのある社会です。彼女は自分が教育を受け

る権利、働く権利すら自ら戦って勝ち取りました。

障害者の為に政治的活動を行い多くの勝利を収め

た女性です。彼女達が戦う為の手段が法律であり、

裁判所なのです。障害のない私たちに対する彼女

の言葉に“貴方達は偶々、今の時点で、障害が無

いだけで、いずれ誰でも障害者になるのよ”があ

ります。自信に満ちて、人間の時間軸を見極めた

言葉で今でも覚えています。アメリカ人らしい人

です。
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1．はじめに

視機能に障害のある患者さんを病院が迎えるため
には、迎えるための環境とその体制を整えることが
何よりも重要です。目が見えづらいということは、
日常生活や歩行・移動にとても大きな負担を与え、
自分の思い通りに行動することが非常に難しくなっ
てきます。また外的な要因から常に危険にさらされ
ている状況です。そのような患者さんを病院が迎え
るには、できるだけ環境面からのストレスや危険を
減らし、患者さんの置かれている状況を理解できる
医療スタッフのサポートが不可欠です。また視機能
に障害のある患者さんは、治療によって視機能が回
復するケースもあれば、そうでないケースもありま
す。回復すれば一時的な不便さで済みますが、回復
しない場合は視機能に障害を抱えて一生生活してい
かなければならないこともあります。
視機能に障害のある患者さんが生き生きと暮ら

していけるように、出来るだけ環境面でのリスク
を減らし、周りの人たちのサポートが行なわれる
ように、医療側を含め社会全体が取り組んでいく
必要があります。残念ながら、この分野はまだま
だ取り組みが進んでいませんが、地道な知見の積
み重ねで解決できるはずです。眼科医療を推進し
ていく上でも、視機能に障害のある患者さんの全
人的なサポートを進めることが重要です。

2．外来分離・統合による新クリニック開設

井上眼科病院は眼科単科の専門病院です。1881
年に東京・駿河台の地に開院以来、今年で128年を
迎えます。1981年に建てられた旧病院は外来患者
数を1日300人程度に想定していましたが、建築後
25年で外来患者数は1日およそ1,000人にまで増加し
ました。待合からは患者さんが溢れて常に混雑し、
検査や診察のために移動していただくことも困難
でした。足を取られて転倒してしまうのではない
かという危険が常にありました。混雑時にはスタ
ッフは総出で患者さんの手を取って誘導せざるを
得ない状況が続いていました。
また、外来患者数の増加で事務部門は近くのオ

フィスビルに移り、小児眼科外来、緑内障外来な
どの専門外来部門は、病院から分離して3つのクリ

ニックが周辺に散らばっていている状況でした。
当時井上眼科病院の周辺では、看護師やスタッフ
がクリニック間を行き来する姿がよく見かけられ
ました。それら3つのクリニックを1つにまとめら
れるようなスペースが近くにないか探していたと
ころ、2004年に病院に隣接する高層ビルの高層階3
フロアが空くことが分かり、すぐに物件の確保に
走りました。そして、病院から外来を分離し、周辺
の3つのクリニックと合わせて外来部門を統合し、
「お茶の水・井上眼科クリニック」を開院しました。
事務部門や更衣室、会議室等もここに集約すること
になりました。このことが、井上眼科病院のファシ
リティマネジメント（FM）のスタートでした。

施設の整備に当たっては、患者さん中心の環境
づくりを目指しました。特に、受付から検査、診
察、会計という一連の行動を全ての来院される患
者さんが安全で分かりやすく、快適であることを
目標に掲げました。
また、開院のためのプロジェクトの体制も、院

内の各セクションから人員を集め、それぞれの立
場から患者さんにとってふさわしい環境を考えて
いきました。しかし、視機能に障害のある患者さ
んがどのような見え方をしていて、どのようなこ
とに困っているのか、実際のところは当事者であ
る患者さんでないと分かりません。そこで実際の
患者さんにアンケートを取ったり、デザイナーの
プランを患者さんに何度も試していただいたり、
検証を重ねながら、手探りで新クリニックを作り

視機能に障害のある患者を迎えるための眼科専門病院の取り組み

●�2006年�1月�
新�お�茶�の�水�ビルディング�の�19F、�
20Fに�3つの�診療所�の�外来部門�を�
分離�・�統合�して�、�
｢�お�茶�の�水�・�井上眼科�クリニック�｣�
を�開設�

　�

　�

●�2008年�2月�
井上眼科病院�の�改装工事�を�実施�。�
入院�・�手術�の�病院�として�開院�

井上眼科病院�

新�お�茶�の�水�ビルディング�
19F,20F
お�茶�の�水�・�井上眼科�クリニック�

図1 新クリニックと病院

優秀FM賞

第3回日本ファシリティマネジメント大賞「JFMA賞」
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上げました。
完成したクリニックは、メイン通路上に据えら

れたライン照明や一定の照度を保つ光感知センサ
ーの導入、素材の差で誘導を促す床パターンの採
用、分かりやすいサイン、着座や立ち上がりを補
助する手摺付きのソファ等が、病院スタッフとデ
ザイナー、そして実際の利用者である患者さんと
のコラボレーションで実現しました。病院スタッフ
は様々な環境調査や患者さんへのヒアリングを通じ
て患者さんに求められる必要な要件を抽出し、デザ
イナーはその解決策を提示し、モックアップ等によ
って患者さんに実際に試していただき評価しても
らうという地道な作業の繰り返しが続きました。
例えば、サイン1つとってもその取り組みは徹底

しています。世の中にあるほとんどの規格は健常
者を基準としたもので、視機能に障害のある方に
とっても見やすいものかどうかは分かりません。
そこで、サインの見易さについて実際の患者さん
約100名に参加していただき、計4回、サインの見
やすさ調査を実施しました。更に竣工後、開院ま
での期間に、安全性や分かりやすさが本当に実現
しているのかを検証するため、19名の患者さんに

パフォーマンス調査を実施して検証し、開院にい
たっています。FM手法によって患者中心の施設が
実現したのです。

3．更なる患者満足度向上へのスパイラルアップ

この経験が、以降様々な調査を通じて環境改善
に繋がっていきました。クリニック開院後、患者
さんにとって快適な環境となっているか、応対に
不具合はないか等を話し合う環境改善委員会を立
ち上げました。FMのスパイラルアップに向けた取
り組みのスタートです。メンバーは外来分離のプ
ロジェクトメンバーに更に多くのスタッフが加わ
っています。環境改善委員会は毎月1回開催され、
院内環境の不具合や患者応対やクレームなどの問
題点を討議しあい、患者調査を行って、対策を検
討しています。1例を挙げますと、クリニックが共
用ビル内にあるため、ビルの共用エレベーターと
院内専用のエレベーターとが区別がしづらく、特
に院内専用エレベーターが分からないという声が
多く聞かれたので、ヒアリング調査や観測調査に
よって原因を突き止め、院内専用エレベーターを

第�１�回調査�(ロ�ー�ビ�ジ�ョン�者�)
対象者�　�：�見�や�す�さと�デ�ザ�イン�を�考�える�会�メン�
バー�５�名�（�うち�ロ�ー�ビ�ジ�ョン�者�　�２�名�）�
調査内容�：�文字�フォ�ント�、�誘導�サ�イン�、�フ�ロ�アマッ�
プ�、�ト�イレ�男女�ピ�ク�ト�グ�ラム�

第�２�回調査�（�職員�＝�健常者�）�
対象者�　�：�井上眼科病院職員�　�220名�
調査内容�：�文字�フォ�ント�、�誘導�サ�イン�、�フロ�
アマ�ップ�、�ト�イレ�男女�ピ�ク�ト�グ�ラム� 　　�

第�3回調査�（�井上眼科病院利用者�）　�　　　�
対象者�　：�井上眼科病院関連�ク�リ�ニ�ック�の�利用�
者�６６�名�　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�
調査内容�：�文字�フォ�ント�、�誘導�サ�イン�、�フ�ロ�アマッ�
プ�、�ト�イレ�男女�ピ�ク�ト�グ�ラム�、�多機能�ト�イレ�ピ�ク�ト�
グ�ラム�　�

第�４�回調査�（�井上眼科病院利用者�）　�　　�
対象者�　�：�井上眼科病院関連�ク�リ�ニ�ック�の�利�
用者�　�２０�名緑内障�、�白内障患者及�び�高齢者�
調査内容�：�トイ�レ�男女�ピ�ク�ト�グ�ラム�

図2 サインの見やすさ調査の実施

通路�
通路�を�感�じ�さ�せる�下�がり�天井�と�ラ�イン�照明�

　　　　�

いつも�一定�の�照度�を�保�つ�セ�ンサー�付調光�シス�テム�

誘導�を�促�す�床�タ�イル�

他�の�ス�ペ�ース�と�違�う�間接照明�で�エ�ン�ト�ラ�ンス�を�強調�
安全性�を�考慮�して�全面�カ�ー�ペ�ット�張�り�

視認性�や�手�すり�、�サ�イズ�等�に�配慮�した�チ�ェア�

計�４�回�の�患者調査�を�実施�した�見�や�すい�サ�イン�

必要�な�情報�の�みを�記載�した�フ�ロ�ア�マ�ップ�
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色や光の効果を用いて目立たせ、共用エレベータ
ーとの差別化を図り、誘導の大幅な改善が実現し
ました。この様に課題を見つけて改善、検証して
いくスパイラルアップによって、更なる分かり易
さの向上が実現したのです。外来移転以前は、ス
タッフは患者さんの誘導に追われる毎日でしたが、
現在は、移動の安全性が確保され、スタッフは患
者さんに対し、ゆとりあるケアができるようにな
りました。環境を良くして行こうという全体の取
り組みが、スタッフのモチベーションや問題意識
を高め、患者さんへのもてなしの気持ち（＝ホス
ピタリティ）を育てています。

このように少しずつ環境や人的対応の改善を進
めながら半年に一度、患者満足度調査と待ち時間
調査を継続し、患者さんからの評価の指標として
います。

4．眼科専門病院とまちづくりの関係

調査や改善、検証を積んでいくことで、視機能
に障害のある患者さんの見え方や行動、人的サポ
ートについての知見が徐々に深まっています。ま

た、外部からの賛同者が井上眼科病院の取り組み
に参画して、更に多くの知見を与えてくれていま
す。そしてこのような環境改善の取り組みは、自
ずとまちづくりに繋がっていきました。いくら院
内を改良しても、ここに辿り着けなければ意味が
ないからです。患者さんが利用するJR御茶ノ水駅
や東京メトロ新御茶ノ水駅の駅構内から、お茶の
水・井上眼科クリニックに辿り着くまでの移動の
中で、危険な場所や困っていることはないかのア
ンケート調査を実施しました。サインや階段、エ
スカレーター、町のいたるところにあるちょっと
した段差など、たくさんの指摘があり苦労して来
院されていることが分かりました。まちの改善に
向けて、クリニックでの患者（利用者）を中心に
据えるFMの取り組みが生かせると考えています。
現在御茶ノ水には、神田駿河台地区まちづくり協
議会がJR御茶ノ水駅の改修や駅周辺の環境整備を
話し合っています。ここに眼科専門病院の立場か
ら、患者さんにとって町に潜む危険や課題を報告
し、改善策の提案やユニバーサルデザインの重要
性を訴えていきます。まちづくりの基本方針にも、
この地域には患者さんが多いことやユニバーサル
デザインに取り組む重要性が書き加えられ、まち
づくり協議会の意識も高まりつつあります。

5．患者さんの生活と眼科病院の関わり

「目の相談室」は、医師や看護師、視能訓練士、
ソーシャルワーカー等がチームを作り、患者さん
の相談を行っているところです。このような機能
は総合病院等では一般的かもしれませんが、眼科
専門分野では他に無い取り組みです。相談の内容
は、視機能に障害を持つ方々の生活面のアドバイ
スから雇用、障害者手帳取得相談、ロービジョン
グッズの選定等様々です。眼科専門病院だからこ

お�茶�の�水�・�井上眼科�ク�リ�ニ�ック�の�設備�について�

0
20
40
60
80
100
120
140

自
�

表
�

高
�層
�階
�に
�つ
�い
�て
�

機
�械
�化
�（
�再
�来
�受
�付
�機
�・
�

動
�会
�計
�機
�）�に

�つ
�い
�て
�

院
�内
�の
�サ
�イ
�ン
�（
�案
�内
�の
�

示
�）�の
�、�わ
�か
�り
�や
�す
�さ
�

ト
�イ
�レ
�に
�つ
�い
�て
�

待
�合
�室
�の
�イ
�ス
�

室
�内
�の
�明
�る
�さ
�・
�照
�明
�

案
�内
�（
�職
�員
�）�の
�対
�応
�

診
�察
�の
�印
�象
�

良�い�
普通�
悪�い�
無回答�

開院後�の�患者様�ア�ン�ケ�ート�（�再診�１４０�名�-2006年�2月�16日施行�）�

（�名�）�

図3 患者満足度調査の定期的な実施

●�特�に�院内専用�エ�レ�ベー�ター�
が�分�か�り�づ�ら�い�こ�とが�調査�で�
判明�

●�共用�ビル�内�にあ�る�ため�、�
ビル�共用�の�エ�レ�ベー�ター�と�
院内専用�エ�レ�ベー�ター�が�
区別�し�に�くい�。�

●�光�と�床�の�色�に�よる�改善�
を�実施�

●�分�か�ると�答�えた�人�
改善前�４４�％�→�改善後�８８�％�

分�かる�
44.1%

分�ら�ない�
55.9%

・�・�140140名�の�聞�き�取�り�調査�　�名�の�聞�き�取�り�調査�　�

　�　�20072007年�年�55月�月�1111日�（�金�）�実施�日�（�金�）�実施�

分�かる�
88.1%

分�ら�ない�
11.9%

・�・�329329名�の�聞�き�取�り�調査�名�の�聞�き�取�り�調査�
　�　�20082008年�年�22月�月�11日�（�土�）�実施�　�日�（�土�）�実施�　�
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図5 「お茶の水UD研究会」の活動
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そできる、視機能に障害を持つ方々への生活のサ
ポート役として活動しています。
2008年2月、井上眼科病院は、入院・手術の病院

としてリニューアルして、病棟の整備を行いまし
た。クリニックは外来中心なので「移動」がテー
マでしたが、病院は「生活」がテーマです。患者
さんにとってのトイレの使い勝手や病室での過ご
し方について様々な調査を行い、環境を整備しま
した。手術後の患者さんは、片眼遮蔽状態になる
ので、その状態でも使いやすいトイレづくりに取
り組み、それを実現しました。また、入院患者さ
んの病室での過ごし方や困っていることなどにつ
いてアンケートを実施し、個室には、全室トイレ、
洗面を設置、眺望を大切にした配置計画、照明ス
イッチや光環境の改善、多床室の患者さんやお見
舞いの方が寛げるデイルームの設置などを行い、
居住性を高めたことにより、患者満足度も改装前
に比べ格段に高くなりました。リニューアルの計
画段階だけでも実に250名の患者さんが調査に参加
してくれた取り組みです。今後、これらの取り組
みを、目の相談室を仲立ちに患者さんの生活空間
へと繋げていこうとしています。個々人の障害の
状況を把握しながら、自宅で過ごす中での不便さ
や潜む危険についてのアドバイス、一緒に生活す
るご家族へのアドバイスなど、視機能に障害を抱え
る人の生活サポート役を目指していきます。

6．視機能に障害のある患者を迎えるためのFM実

践の成果

外来分離・統合、病院リニューアルという一連の
プロジェクトを通じて、プロジェクトメンバーやス
タッフの患者さんへの意識が高まっていくのを強く
感じています。以前事務部門や3つのクリニックが
散らばっていたときは、施設ごとに壁のようなもの

がありましたが、この外来分離と3つのクリニック
と事務部門の統合によって、何よりスタッフ間の垣
根がとれて、風通しがよくなりました。ワークプレ
イスが改革されることで、スタッフのモチベーショ
ンが高まり、患者さんへの意識が高まる結果となり
ました。管理面では、施設を1ヵ所に集約すること
で管理コストが把握しやすくなり、人員配置の効率
化や残業の軽減にもつながりました。また、外来を
1施設に集約したことにより、高度先進医療機器の
共有化が可能になり、複数の外来に通院していた患
者さんも利用しやすくなり外来数が開院前に比べ約
112％増加しました。病院においては、日帰り手術
の増加に対応して、リカバリー室を新設したことに
より白内障の日帰り手術件数が120％増加し、入院
が他の高度手術にシフトでき、高い収益性が確保で
きるようになりました。さらに、2007年1月、ユニ
バーサルデザインについてのより幅広い知見の獲得
やUD専門家との連携、社会への啓蒙を目的に「お
茶の水UD研究会」をスタートさせました。病院と
は切り離された活動にも関わらず毎回多くの病院ス
タッフが参加して、積極的に取り組んでいます。こ
の研究会では毎回関連分野の専門家の講演やワーク
ショップ、先進事例の見学会などを行っていて、
様々な企業の専門家や大学の先生、耳鼻科医師など
も集まります。視機能に障害のある患者さんの中に
は聴覚機能に障害をもつ患者さんも多くいますの
で、耳鼻科病院の患者さんの迎え方や環境づくりを
学ぶことも重要です。また病院スタッフ自ら研究会
のメンバーとして御茶ノ水地区の歩道の夜間照度計
測や、色覚障害の方との院内環境調査、改善に取り
組み、ロービジョン学会やまちづくり協議会などで
発表しています。また、院内では、毎月1回開催さ
れる環境改善委員会も既に2年半以上継続しており、
現場スタッフから積極的に改善の提案が出されるよ
うになり、スタッフのモチベーションもどんどん高
くなっています。ワークプレイスの改革というFM
が風通しの良い組織を生み、スタッフのモチベーシ
ョンを高めていきました。いまや視機能に障害のあ
る患者さんを迎えるための地道な取り組みは、患者
さんの暮らしや生活にまで至っています。
この度、JFMA賞優秀ファシリメント賞を受賞で

きましたこと、大変光栄に思っています。この受
賞を機に、今後も、患者さんを中心に据えたさら
なるホスピタリティFMの実現と、病院の理念であ
る「患者さま第一主義」を、いきいきと実践して
行けたらと思っております。
医療法人社団 済安堂　井上眼科病院　井上賢治

①�手術�・�入院機能�に�特化�
　�手術室�：�２�室�→�３�室�へ�
　�病室�　�：�個室率�６�割�→�５�割�に�
　　　　　　　�４�床室�→�３�床室�に�
　　　　　　　�全個室�に�ト�イレ�を�設置�
　　　　　　　�デ�イ�ル�ーム�の�設置�
　　　　　　　�リ�カ�バ�リー�室�の�設置�（�日帰�り�対応�）�

②�眼科病棟�の�ユ�ニ�バ�ー�サル�デ�ザ�イン�　�
ク�リ�ニ�ック�の�テ�ーマ�は�「�移動�」�
病院�の�テ�ーマ�は�「�生活�」�
・�個室�は�全室�ト�イレ�、�洗面�、�TV付�に�
　　�し�、�居住性�を�高�めた�
　�・�入口�の�ドア�は�引�き�戸�にし�、�衝突�など�
　　�事故防止�を�図�る�
　�・�ベ�ッ�ト�サ�イド�（�手元�）�での�照明操作�が�
　　�出来�るよ�う�に�した�

図6 井上眼科病院の改装
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■はじめに

第2回で取り上げた木材は、日本全国各地に生育して
おり、地産地消を実現できる万能な材料であることを
述べた。日本は、古代から木の文化と言われている所
以である。
もう一つ、忘れてはならない材料が石材である。石

材は、生産量の大小はあるが、ほぼ全国から生産され
る貴重な天然材料である。また、「石の上にも三年」や
「他山の石」、「雨垂れ石をも穿つ」など、ことわざには、
石にまつわる話も多い。石材は、地産地消の実現とは
言い難い。しかし、墓石のように小さな頃から接して
いる石材を身近にある材料として見直してみるのも良
いと考えている。
第3回目は、石材という素材について、歴史から使用

状況まで考えてみる。

■日本における石造のはじまり

日本における石の文化は、古墳時代以前に大陸から
石工集団が渡ってきて、明日香の石像や石棺を刻むの
が始まりだが一旦途絶えている。その後、石の技術は、
鎌倉時代になり、東大寺再建のために、中国から招集
された職人が貢献して発展している。
日本における石造の始まりは、江戸時代幕末の砲台

（西宮石堡（せきほ）塔、1863年）と言われている。石
材を大規模に用いた初期の建物の代表例は、日本銀行
本店が挙げられる。
日本銀行は、東京駅等を設計した辰野金吾が手掛け、

明治15年（1882年）に竣工した。当時の関東地域は、
安山岩を礎石などに使用することが主流で、花崗岩の
建築がほとんどなかった。この日本銀行は、東京で初
めての石造建築物となった。建物は、濃尾地震の影響
で、当初の計画から変更になり、2，3階は外装に薄い
石材を張った煉瓦造りとなっている。使用した石材は、
1階の全外装と2階の付け柱が北木石、2階壁面には神奈
川湯河原町鍛冶屋産の白丁場石が用いられている。北
木島から採掘される北木石は、石質が硬く変色しにく
いことが特徴で、日本銀行ほか、大阪城の石垣や靖国
神社の大鳥居等にも用いられている。その後、石材は、
石造ではなく、建物の内装・外装材料として多く使用
されている。

■日本の石材

日本の石材は、北は凝灰岩から本土は花崗岩・凝灰

岩・安山岩などを始め様々な石種があり、そして最南
端の沖縄県では石灰石が分布しており、ほぼ全国的に
採掘できる。とはいえ、日本の石材を地産地消の建築
材料として、用いるのは困難だと思う。それは、各地
によって採掘量にばらつきがあること、採掘量が減少
したことと人件費の問題などが理由として挙げられる。
そのため、現在では安価な輸入材が増えており、近年
の建物を見ると、ほとんどが輸入材であることがわか
る。
昭和11年に竣工した国会議事堂は、外装は3種の花崗

岩、内装は33種の大理石、2種の蛇紋岩および沖縄県産
の3種の石灰石という全て国産の石材のみで建設された
貴重な建物である。この建物に使用されている石材は、
現在では集めるのが難しい石種も多い。この建物では、
日本で初めてこの建設工事のために、全国各地の石材
の調査が行われたのである。材料の特性を理解するこ
とは、設計計画では重要な項目の一つである。
建設当時、建設関係者が、海外の視察を行えば、大

理石が外部に使用されている例も多々確認できたはず
である。この国会議事堂の建設で、当時の設計者およ
び関係者が、日本において建築材料として歴史の浅い
石材を全国調査し、外装には花崗岩、内容には大理石
や蛇紋岩を使用していることは、促進耐候性試験など
できない当時を考えると先見の明があると感心している。

■石材の名称

有名な石材の名称では、花崗岩の代名詞になってい
る「御影石」がある。これは神戸の御影町が名称の由
来である。また、凝灰岩の代名詞に、「大谷石」がある
が、やはり、栃木県大谷町が名称の由来である。 海
外の石材をみると、日本でも様々なところで使用され
ている「大理石」は中国の大理産、「ロッソベローナ」
がイタリアのベローナ産、「ビヤンコカラーラ」が同じ
くカラーラ産で、「ベルファスト」が南アフリカのベル
ファスト産のように、産地が名称の由来となっている。
近年の中国産石材は、G653やK88のように番号で表

示されていることが多い。石材の名称で産地が想像で
きる方が楽しく、番号などで表示するのはなんとなく
寂しく思うのは、私だけであろうか。

■建築における石材

新築建物の計画段階では、輸入建材の物性調査や性
能確認の依頼が多い。特に、日本で初めて使用する石

第3回　石材
日本大学非常勤講師
大成建設㈱技術センター
一級建築士／博士（工学）

永井 香織
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材は、物性試験の結果から対策が必要な場合もある。
例えば、物性試験結果では高い強度が得られているが、
他の試験結果から、使用環境によって劣化促進などが
おこる可能性がある場合がある。様々な石材の試験を
していると、花崗岩は強くて耐久性がある・・・とい
う概念が崩れるよな結果がでることもあり、興味深い。
某有名ブランド店で使用している石材は、模様が全

く入っていない。その石材は、まるでタイルのように
単色で美しい。設計者曰く、この石材は石の「大トロ」
部分であると言う。この模様が全く入っていない石材
は、入手が困難で目が飛び出るほどのコストである。
石にも「大トロ」があるとは、天然材料の面白さであ
ろう。

■石材の劣化と維持保全

建築に使用されている石材についての相談で一番多
いのが、凝灰岩の劣化についてである。写真1は、教会
の外壁に使用されている大谷石にツタが張っている状
況である。この教会は、夏になると全面緑で覆われる
素敵な建物である。しかし、これが問題なのである。
凝灰岩は、吸水率が高く吸放湿特性があり、密度が他
の石材に比べて低く加工しやすい。このため、大谷石
には、ツタが張りやすいのである。それが原因で表面
の劣化が進行する。
写真2、3は凝灰石を外装材と内装材に使用した時の

剥離状況である。古い建物は勿論のこと、写真3のよう
に新しい建物でも同様に表層の剥離現象が起こる。こ
れらは、いずれも水が原因である。外装材として使用
する場合は、避けては通れないが、内装材でも水が介
在する環境下では、同様の現象になる。石材の特徴を
理解した設計計画をすることで、劣化の進行を遅らせ
ることは十分可能である。
写真4は大理石、写真5は花崗岩の、石材表面の汚染

状況である。原因はそれぞれ異なるが、石材の種類に
関係なく汚染は発生する。
石材の汚染は、石材の組成や施工が原因とされるケ

ースが多いが、調査していると、使用環境が原因のケ
ースもよくある。使用状況をよく把握することも重要
であると言える。
石材は、一般的にメンテナンスフリーとされる材料

であるが、石の種類や使用場所により対策が必要となる。
例えば、メンテナンスが必要な石材の代表的な材料

は、吸水率の高い凝灰岩や砂岩などが挙げられる。
また、使用箇所が床材の場合は、摩耗や滑りなどの

問題から対処が必要となるケースもある。
写真6は、大谷石が建物の床材に使用されている例で

ある。使用箇所が床であることと、使用材料が大谷石
であることから当時はかなり表面が摩耗していた。設

計者は、耐摩耗性の材料を使用することも含め検討し
たが、建物が文化財であったことから既存建物の雰囲
気と使用状況を考え、大谷石をそのまま使用すること
になった。その為、表面塗布剤もあわせて検討した。
検討時には、あらゆる材料を調査・試験し、その中で
耐摩耗性高い材料を選択した。先日、5年以上経過した
現地を確認した。試験実施者として、気になっていた
ので、真っ先に床をみて周り、摩擦量が少ない事がわ
かり、ほっと胸をなでおろしたのである。将来予測の
ための試験では、度々こんな思いをしている。

■まとめ

以前スウェーデンの友人が案内してくれた約900年前
の建物は、床の石も摩耗し、様々なところがひび割れ
していた。管理人に建物に関するクレーム例などにつ
いて質問したところ、「古い建物だからあたり前だ」と
いう回答であった。床の摩耗やひび割れも歴史の一部
という見方であろう。ちなみに大規模修繕は、100年ご
とだという話であった。
天然材料は、工業製品とは違い、均一ではないため、

材料の試験を行うと同時に昔のデータと比べたり、同
様の他の材料と比較することで、将来を予測する楽し
さがある。材料の研究者としては、様々なデータと経
験から「次の修繕は100年後にしましょう」と自信をも
って伝えたいものである。

写真1　大谷石の外壁�

写真3　内装材の剥離状況�

写真2　外装材の剥離状況�

写真4　大理石の汚染状況�

写真5　花崗岩の汚染状況� 写真6　大谷石の床�
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高齢者感の変化

「サザエさん」に登場する磯野波平は、定年間近の課長で54
歳である。彼の孫フグ田タラオは、1948年3月18日生まれと言わ
れているが、健在であれば2009年時点で61歳を迎えている。こ
のフグ田タラオと同学年には、2008年5月に初芝五洋ホールディ
ングス㈱の初代取締役社長に就任した島耕作（1947年9月9日生
まれ）がいる。
お祖父さんのイメージが先行する磯野波平と現役第一線のイ

メージが強い島耕作の違いは、昭和と平成の高齢者感の変化を
象徴している。

人生80年時代

わが国の少子･高齢化は、他の先進国に類例を見ない勢いで進
んでいる。わが国の生産年齢人口（15～64歳）は、すでに1995
年の8,726万人をピークに減少に転じている。他方、老齢人口
（65歳以上）は、1997年10月の推計人口で年少人口を上回り、
1998年9月には2,000万人を突破した。
人が死ぬまで働く事ができれば、公的年金制度は不要である。

しかし、残念ながらそのような人はごく希である。また、アメ
リカのように年齢による雇用差別禁止法がある国でも実際には、
わが国よりも多くの人が65歳前後に引退の選択をしていると言
われている。
わが国では、戦前から長い間、55歳定年制が一般的であった。

第5回生命表（大正15年～昭和5年）によると、当時、日本の男
の55歳定年到達時点における平均余命は15.21年であったから、
70歳まで生きられた人はまさに「古希」の名に値した。しかし、
第19回生命表（2000年＜平成12年＞）では、男55歳の平均余命
は25.58歳、60歳定年時点で21.44年、65歳時点で17.54年、70歳
では14.14年まで延びたことから、定年延長、定年退職後の再就
職、さらには老齢年金の財政負担などが社会問題となってきた。

高年齢者雇用安定法の改正

急速に進展する高齢化により、高年齢者雇用安定法が改正さ
れ、企業は2006年4月1日以降、（1）65歳までの定年の引上げ、
（2）継続雇用制度の導入、（3）定年の定めの廃止のうち、いず
れかの措置を講じることが求められている。しかし、本法の趣
旨は、“制度”の導入を義務付けるものであり、65歳までの雇用
を義務付けるものではない。あくまでも雇用のための機会を作
りなさいということである。
定年の延長、継続雇用制度の導入については、段階的な導入

を促すべく導入スケジュールが示されている。
・平成18（2006）年4月1日～平成19年3月31日：62歳

・平成19（2007）年4月1日～平成22年3月31日：63歳
・平成22（2010）年4月1日～平成25年3月31日：64歳
・平成25（2013）年4月1日以降　　　　　　 ：65歳
このスケジュールは、今後の団塊世代を中心とした年金支給

開始年齢の引き上げ時期と密接な関係がある。年金制度は60歳
から報酬比例部分が支給され、その後、それぞれの期間をおい
て定額部分が支給開始となり、そこからが満額の年金支給とな
る。「導入スケジュール」は満額受給開始までの期間、比例報酬
部分だけでは生活資金が不足になるので、働く期間を延ばし、
収入を確保することが趣旨だと言える。
豊かな人生を全うするためには、働かなければならない時代

がやってきた。

高齢者に優しい企業

企業は高齢者をどのように認識しているのだろうか。（財）高
齢者雇用開発協会が実施した「企業の高齢化諸施策の実態に関
する調査研究」には、「敬老企業」と「棄老企業」という分析を
行っている（2003年5月）。
ここで敬老企業とは、他に労働力が確保できても高齢者を積

極的に雇用したい、その人に働く意思と能力がある限り、年齢
とは関係なく企業は雇用の確保をすべきであるという意見を持
ち、定年年齢が60歳以上であるか、定年制がない、また中高年
層（50歳以上）を過剰である、やや過剰であるとはしていない
企業であるとされている。一方、棄老企業とは、他の労働力が
確保できれば、高齢者に依存したくない、ある程度の年齢に達
した人は、社会が面倒を見るべきである、定年年齢が60歳以下
であり、中高年層（50歳以上）が過剰である、やや過剰である
としている企業とされている。これらに該当する企業は調査対
象中、敬老企業が181社、棄老企業が338社、であった。
同調査研究によれば、敬老企業は、高齢者は高い能力を発揮

し、若年者に良い影響を与え、仕事に熱心に取り組み企業の業
績に大いに貢献をしている。また、諸施策の面では、高齢者に
適した仕事の開発、短時間勤務の採用、在宅勤務制度やサテラ
イトオフィスを促進し、慣れている仕事への継続的な配置、成
果主義の賃金制度などについては、十分検討して、適応するこ
とが大切であるとされている。

高齢者に優しいオフィス

高齢者の社会的進出が進む中、オフィスで働く高齢者も今後
増加することが十分に予想される。厚生労働白書（平成20年度
版）によれば、男性の不就業者のうち就業希望者の割合は60～
64歳で50％以上、65～69歳でも40％となっている。
一方で、高齢者は、加齢により身体状況が変化をする人が多く

なる事実も無視できない。視力や聴力の衰えに加えて、段差もな
い平坦な場所での転倒などのリスクも伴う。一例として、脊髄損
傷により身体障害（下肢不自由）を負うケースでは、受傷原因別
に平均年齢を見ると転倒によるものは高齢者に多く、単に「打ち
所が悪い」だけで寝たきりの生活となってしまうこともあり得る。
高齢者にも配慮したユニバーサルデザインが求められる。
ダイバーシティ（多様性）は、ジェンダーだけに留まらない。

高齢者にも優しいオフィスを整備することは、今後のFMにとっ
て大きな課題である。

参考文献

1）神代和欣：産業と労使、放送大学教育振興会、2003.3

敬老企業と棄老企業

東京電力株式会社

児玉　達朗



■ JFMA ウィークリーセミナーのご案内

“FMを究めよう”
2009年6月～9月 2009年5月25日

6

月

第1週 第2週 第3週 第4週

7

月

第1週

9／2（水）

駅ビル郡エリアマネジメント
サービスの拡大

ジェイアール東日本ビルテェック㈱
田沼　大　氏

（JFMA会議室）
WS0326

7／1（水）

初心者のためのファシリティ
マネジメント～FMは楽しい～

大成建設⑭
成田　一郎　氏

（中央区立総合スポーツセンター）
WS0323

6／3（水）

東京23区の大規模オフィス市場
動向について

森ビル㈱
松本　栄二　氏

（JFMA会議室）
WS0320

『緊急企画』 6月11日（木）18時～20時　 講師：㈱セノン　上倉　秀之　氏
新型インフルエンザ対策とファシリティマネジメント（リスクマネジメントの観点から）（JFMA会議室）SP0002

9／9（水）

FMコンサルティングビジネスの
今後と現状について

㈱NTTファシリティーズ
藤澤　順次　氏

（JFMA会議室）
WS0327

7／8（水）
18時15分～

複合施設における複合ゴミの
エネルギー資産化システムの
開発と環境問題解決への貢献

㈱シンキングジャパン
阿部　光代　氏

（コンファレンスクエアM＋）
WS0324

6／10（水）

大成建設戸塚技術
センター見学会

（募集締め切り）

（戸塚技術センター現地）
WS0321

9／30（水）

会社が変わるオフィスの
つくり方

㈱ミダス
小澤　清彦　氏

（JFMA会議室）
WS0328

7／22（水）

FMから見た戦史「FM戦略的に
見るミッドウエー海戦の敗因」

㈱セノン
上倉　秀之　氏

（JFMA会議室）
WS0325

6／24（水）
人のつながりが、最大の経営資源
～コミュニケーションのデザイン
がオフィスを変える。～

ケプラデザイン㈱
大倉　清教　氏

（JFMA会議室）
WS0322

休会

休会

休会

第2週 第3週 第4週

9

月
（
予
定
）

第1週

注）8月はお休みします開催時間は、例外を除き毎回18時より20時となります。

※受講者はファシリティマネジャー資格更新ポイントを1講座につき1ポイント取得できます。ご希望の方は当日ポイントカー
ドをご持参ください。ポイントカ－ドをお持ちでない方は、当日受付にて新規交付を受けられます。

※JFMAホームページからのセミナー参加お申込み、回数券ご購入には「ユーザーID」のご登録が必要です。ユーザーIDをお
持ちでない方は、お申込み操作中に現れる「ログイン済みですか？」画面にて「●今までにユーザーIDの発行を受けていな
い場合→こちらでお申込みください」にお進み下さい。

第2週 第3週 第5週

お知らせ
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お知らせ

WIPE  OUT
いまさら

訊けないこんな
こと…

WIPE  OUT
いまさら

訊けないこんな
こと…

年々暑さが厳しくなっている日本の夏が、今年もまたやってきますね。

HAVCとは、建物の暖房、換気、空調に関するシステムと技術の略称。空気調和設備（air conditioning）と称する方

がわが国では馴染みがあるでしょうか。

環境問題へ配慮しつつも、つい快適さを求めてしまい、まだまだ空調に頼り気味なところもあるでしょうが、知恵を

使って少しでも環境負荷低減に努める一人ひとりの努力の積み重ねが大切ですよね。クールビズもそのひとつでしょう

し、昔ながらの日本家屋にもそのヒントはたくさん詰まってます。

たとえば、酷暑で名高い京都の京町家。もとより京町家は「夏をむねとすべし」の言葉通り、暑さを和らげる知恵を

駆使して造られていますが、さらに、この時期、夏と上手に付き合う「夏支度」を始めるとのこと。障子や襖を、葦障

子や簾に取り替えたり、畳に籐の綱代を敷いたり。また機能的な支度に加え、涼しげな置物を配するなど、見た目の清

涼感にも気を配り演出するようです。

このような知恵と心意気に学びつつ、地球に優しく夏を楽しみたいですね。

青木　正克

シリーズ64
HAVC〔Heating,Ventilation,and Air Conditioning〕

■JFMA機関誌「カレント」発行頻度の変更について

本項は、毎月1冊発行して参りましたJFMA機関誌「カレント」を、今秋より、隔月発行にさせていただきたい、

というお知らせとお願いであります。

昨年秋から始まった我が国の景気後退は、JFMAの経営にも深刻な影響を及ぼしつつあります。コスト削減を主

な理由とする法人会員の退会、認定ファシリティマネジャー資格試験受験者数減少が、今年度のJFMAの経営を大

きく圧迫することは必至の情勢です。

近年、地方自治体等に急速に普及し始めたファシリティマネジメントは、我が国のソフトインフラとして定着

しつつあり、FMを推進する公益法人としてのJFMAの存在意義は益々高まっています。JFMAがこの財政的な危機

を乗越えて生き残り、引き続きその役割を果たしていくために、当面の支出削減がぜひとも必要です。

一方、インターネットの普及と、関連ICT技術の発展により、従来からの紙媒体による書籍等メディアが、イン

ターネットを利用した媒体に置き換わっていく潮流は、急速に進むであろうと思われ、JFMA「カレント」も「紙

媒体からネットへ」移行していくべきだとの声を多く聞くようになっています。ちなみに、JFMAのホームページ

は、最近は月間2万件のアクセスがあり、大いに活用されています。

このような背景のもと、JFMAは、会員広報委員会および企画運営委員会での議論と承認を得て、今年度のカレ

ント発行について、4月～6月の毎月発行のあと、7月8月は発行せず、9月以降、隔月の発行とさせていただくこと

とし、経費削減を図ることといたしました。あわせて、「カレント」のコンテンツは、毎回発行後ひと月を目途と

してホームページに公開し、広く参照いただけるようにいたします。今後は、キーワード検索機能を付加するな

ど、インターネットの特長を生かしたサービス向上に資する改善を図る所存です。

会員・読者の皆様のご理解とご協力を、切にお願いする次第です。また、ご意見コメント等、お寄せいただけ

れば幸いです。どうか、よろしくお願い申し上げます。

（2009年6月　JFMA理事・事務局長　池田芳樹）
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いよいよ新型インフルエンザが神戸を中心に国内
発生した。政府は、新型インフルエンザ対策行動計
画の対策レベルを海外発生期の第1段階から、国内
発生早期の第2段階に引き上げることを確認した
（5月16日）。4月27日時点での豚インフルエンザ感
染状況が、メキシコでの感染の疑い約1,600人を始
め世界で確認と疑いを含め7カ国で約1,644人
（WHOおよび各国報道：日経新聞）であった。しか
し、5月16日時点では、同感染者は疑い例も含め38
カ国・地域で8,459人（ロイター通信、各国政府：
日経新聞）となっており、1日当たり世界各地で合
わせて約360人／平均、多いときは1,014人／最多
（5月15日）の感染者が出ている。
WHOは、4月30日にすでにパンデミックレベル

をフェーズ5に引き上げた。これは、ヒトからヒト
への感染を確認し、より大きな集団発生があること
を認めたことであり、パンデミック状態（フェーズ6）
になる危険性をはらんでいる。
米疾病対策センターによると、米国では10万人

以上の感染者が推計されるといわれている。日本で
も、すでに数百人以上が感染している可能性がある、
と指摘する人もいる。これは、新型インフルエンザ
に感染すると、1日～3日目までが潜伏期で、4日目
～6日目が症状期となるということであるが、問題
は健康を装っている人の3日目の潜伏期の最終日
に、他の人に感染させてしまうということになるの
だそうである。潜伏期と、感染者とわかる症状期の
5日目までの間に、他の多くの人との接触により感
染が広がってしまうということになる。私たち一人
一人が、危機意識を持って対応する以外にない。

（小林寛）
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